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別添２ 

事後調査の進捗状況 

事後調査の全体工程を表 6-1 に示す。 

今回の事後調査報告書は、「工事の施行中その 1」であり、調査期間は平成 28年度から平成 30年度

とした。 
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表 6-1 工事工程及び事後調査計画 

 

工事の施行中 ・環境保全のための措置の実施状況

・自動車の走行に伴う大気質

・環境保全のための措置の実施状況

・建設機械の稼働に伴う騒音・振動

・環境保全のための措置の実施状況

・自動車の走行に伴う騒音・振動

・環境保全のための措置の実施状況

・玉川上水における橋梁工事に伴う水質(※1)

・新堀用水における函きょ工事に伴う水質(※2)

・環境保全のための措置の実施状況

工事の完了後 ・玉川上水における橋梁設置に伴う水質

・陸上植物、陸上動物、水生生物、生態系

・環境保全のための措置の実施状況

・陸上植物、陸上動物、水生生物、生態系

・環境保全のための措置の実施状況

・景観の構成要素、地域景観の特性変化

・代表的な眺望地点からの眺望の変化

・環境保全のための措置の実施状況

・文化財の現状変更

・文化財の周辺環境の変化

・環境保全のための措置の実施状況

・文化財の現状変更

・文化財の周辺環境の変化

・環境保全のための措置の実施状況

・環境保全のための措置の実施状況

・環境保全のための措置の実施状況

・建設廃棄物及び建設発生土の排出量

・環境保全のための措置の実施状況

そ　 の　 他 工事の完了後 ・環境保全のための措置の実施状況

　注)1.　□　　：調査時点（工事の施行中）　　　　　　　　　　：期間内の適時を定めて実施する調査（工事の施行中）

　　　　　○　　：調査時点（工事の完了後）　　　　　　　　　　：期間内の適時を定めて実施する調査（工事の完了後）

　　　　　　　 　：報告　　　　　                      　　 　      　：継続調査または期間内の代表的な日時を選び実施する調査

　注)2.　　Ⅰ：4月～6月、Ⅱ：7月～9月、Ⅲ：10月～12月、Ⅳ：1月～3月

　注)3.　　工事の施行中の調査は、工事の最盛期に該当する調査を実施する。

Ⅲ Ⅳ

令和元年度
（2019）

(※2)

令和5年度
（2023）

Ⅰ Ⅱ Ⅲ ⅣⅠ Ⅱ Ⅲ

  (※1)　

令和8年度
（2026）

Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ

令和2年度
（2020）

令和3年度
（2021）

Ⅲ Ⅳ

令和4年度
（2022）

Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ

令和6年度
（2024）

Ⅰ Ⅱ

令和7年度
（2025）

Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ

令和9年度
（2027）

令和10年度
（2028）

令和11～18
年度

(2029～
2036）Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ

廃　 棄　 物 工事の施行中

報告書提出時期

自然との触れ
合い活動の場

工事の施行中

・自然との触れ合い活動の場の改変
・自然との触れ合い活動の場が持つ機能変化

工事の完了後

・自然との触れ合い活動の場の改変
・自然との触れ合い活動の場が持つ機能変化

景　　　　　観 工事の完了後

史跡・文化財

工事の施行中

工事の完了後

事
後
調
査

項
目

 大　気　汚　染
工事の完了後

生物・生態系

工事の施行中

工事の完了後

工事の完了後

水  質  汚  濁
工事の施行中

騒 音 ・ 振 動

工事の施行中

道路
工事

一般部
準備工

本体工（土工、擁壁工、排水工・街築工、舗装工）

Ⅱ Ⅲ ⅣⅣ Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ ⅠⅡ Ⅲ

橋梁部
下部工（準備工、基礎工、仮設工、土工、橋台工）

上部工（桁架設工、橋面工）

Ⅰ Ⅱ

令和19年度
（2037）

令和20年度

（2038）

Ⅳ Ⅰ ⅡⅠ Ⅱ ⅢⅠ Ⅱ Ⅲ Ⅳ Ⅰ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　年度

　工事工程及び調査内容

平成28年度
（2016）

平成29年度
（2017）

平成30年度
（2018）

Ⅱ Ⅲ Ⅳ Ⅰ Ⅳ

工事の施行中

その1

工事の施行中

その5

工事の完了後

その1

工事の完了後

その2

工事の施行中

その2

工事の施行中

その3

工事の施行中

その4


